
日時  平成31年４月４日（木）10：00～

場所  久慈地区合同庁舎６階大会議室

林務部長 ○

保健福祉環境部長 ○ ◯

○ 局長 ○ ○

○
副局長兼

経営企画部長
○ ○

○ 産業振興室長 ○ ○

○ 農政部長 ○ ○

農業改良普及室長 ○ ◯

農村整備室長 ○

※管内報道機関との定例懇談会（平成31年５月）の開催日時及び場所（予定）

　　日時：平成31年５月９日（木)　10:00～

　　場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室

管内報道機関との定例懇談会（４月）座席表・次第　
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口 
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教育事務所長 
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県税室長 

参加予定報道機関 
・岩手日報社久慈支局 
・デーリー東北新聞社久慈支局 
・陸中魁新聞社 
・ダナスプランニング 

水産部長 
○ 

土木部長 
○ 



管内報道機関との定例懇談会（４月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 
平成31年度地域経営推進費

(県事業)の概要について 
経 営 企 画 部 

広域振興局では、現場主義に立脚した完結性

の高い広域行政を推進するため、地域経営推進

費を活用した事業を実施します。 

２ 
平成31年度こいのぼり掲揚

式の開催について 

保 健 福 祉 

環 境 部 

厚生労働省では、毎年、５月５日からの１週

間を「児童福祉週間」として、児童福祉の理念

の普及及び啓発を図っているところです。 

その一環として、久慈地域においても、保育

園児による「こいのぼり掲揚式」を実施します。 

３ 

平成31年久慈地区山火事防

止自動車パレードの実施に

ついて 

林 務 部 

山火事の発生危険期を迎え、地域住民に対し

防火意識の啓発を図るため、消防団及び林業関

係団体等による山火事防止自動車パレードを

実施します。 

４ 

「委託加工を活用した商品

開発の手引き」の作成につ

いて 

農 政 部 

久慈地域の６次産業化を目指す農林漁業者

の取組を推進するため、手引となる「委託加工

を活用した商品開発の手引き」を作成しました

ので、お知らせします。 

【その他配付資料】 

・月間行事予定表（平成31年４月～５月上旬） 

・管内イベントチラシ 

 

 

 



報道機関懇談会資料（2019/4/4） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
平成 31 年度地域経営推進費(県事業)の概要について 

（経営企画部）  

平成 31 年度の地域経営推進費（県事業）について、下記のとおり実施しますのでお知らせ

します。 

 

１ 地域経営推進費について 

  広域振興局が、現場主義に立脚した完結性の高い広域行政を推進することにより、分権

型社会の構築と産業の振興による自立した地域を目指し、人口減少問題をはじめとした県

政の重要課題に対応するための経費。 

２ 平成 31 年度地域経営推進費（県事業）実施方針 

「圏域の地域特性を生かした振興」を図るため、いわて県民計画（2019～2028）第１期

アクションプラン・地域振興プラン（県北広域振興圏）の「目指す姿を実現するための取

組」を効果的に推進する事業を実施します。 

【県北広域振興圏の目指す姿】 

 多様かつ豊富な資源・技術、培われた知恵・文化を生かし、北東北、北海道に広がる交流・連携を深め

ながら、新たな地域振興を展開する地域 

３ 事業数及び事業費（平成 31 年４月１日現在） 

44 事業 41,358 千円  ※平成 30 年度：41事業 41,221 千円（前年比 0.3％増） 

※ 個別事業の概要については、別紙のとおり。 

４ 主な事業（久慈地域分） 

 (1) 多様な交流・連携により地域コミュニティを活性化します  

○ 新たな地域の担い手応援事業＜№1＞（580 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 地域おこし協力隊等を含む新たな地域の担い手に対し、広域による情報交換や交流の

場を提供するとともに、当該担い手の活動を推進し地域活性化を図る。 

 (2) 文化芸術・スポーツの持つ力を地域活性化へとつなげていきます  

○ 北いわて・子ども文化スポーツ体験プロジェクト＜№4＞（962 千円・経営企画部）【継続】 

➢ 文化芸術及びスポーツへの理解・定着を図り、県北地域における将来的な底上げにつ

なげるため、管内の児童生徒に、文化芸術及びスポーツに「触れる・経験する」機会を

提供するイベント等を行う。 

 (3) 地域における医療体制を整え、心身の健康づくりと地域で支え合う福祉の環境をつくります 

○ 県北妊産婦安心出産支援事業＜№8＞（929 千円・保健福祉環境部）【新規】 

➢ 人口減少が進む中、誰もが安心して出産できるよう、管内市町村と連携して妊産婦の

健診受診等に係る交通費を支援する。 



(4) 環境を守り育てる人材を育成し、多様な主体との協働を進めながら、良好な自然環境を守ります 

○ 人と動物が共生する社会づくり推進事業＜№11＞（236 千円・保健福祉環境部）【継続】 

➢ 久慈地域の動物愛護管理意識の高揚を図り、県が収容した動物の殺処分頭数を減少さ

せ、殺処分「ゼロ」の地域を目指すため、講習会や管内市町村と連携した避難訓練等を

開催する。 

(5) 豊富な再生可能エネルギー資源を生かした循環型の地域づくりに取り組みます 

○ 北いわて「まるっと！さいえね」推進事業＜№13＞（751 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 県北広域振興局をはじめ、関係市町村や再生可能エネルギー関連企業、有識者等を構

成員とした検討会を立ち上げ、再生可能エネルギーに関する勉強会や現地視察を行うほ

か、翌年度の事業計画等の検討を行う。 

(6) 北いわての農畜産物のブランドを確立し、多様なスタイルでいきいきと暮らせる農村をつくります 

○ 園芸労働力確保支援対策事業＜№19＞（565 千円・農政部）【継続】 

➢ 農福連携の取組を発展させ、久慈地域での労働力確保の１方策としての定着を図るた

め、ほうれんそう以外の品目の事例収集や、農家に周知するための研修会の開催やパン

フレット等の作成、マッチング体制の構築を行う。 

(7) 地域材や特用林産物の生産体制の強化と需要拡大に取り組みます 

○ 久慈地方原木乾しいたけ振興総合対策事業＜№26＞（488 千円・林務部）【新規】 

➢ 原木乾しいたけ生産者の収益向上のため、台湾で開催される岩手県物産展へ参加する

ほか、安定的な生産・出荷体制の確保に向け、原木の資源量調査や原木乾しいたけの効

率的な出荷方法等の検討を行う。 

○ 北いわて木炭販路拡大促進事業＜№27＞（407 千円・林務部）【新規】 

➢ 木炭産業の振興に向け、北いわて木炭産業振興協議会の販路拡大に向けた取組を支援

するほか、木炭生産の効率化を図るため、工程改善や作業負担の軽減に向けた調査を行

う。 

(8) 担い手の確保・育成と漁業生産量の回復・向上を進めます 

○ 餌料対策連携構築事業＜№30＞（434 千円・水産部）【新規】 

➢ 海藻養殖が盛んな野田村の漁協が、アワビ・ウニの餌料海藻を養殖生産し、洋野町管

内の漁協へ供給する地域連携体制を構築する。 

○ 漁港泊地高度利用事業＜№31＞（1,131 千円・水産部）【新規】 

➢ 漁港泊地の多目的利用を促進するため、泊地を活用した増殖蓄養技術を開発し、漁業

者の収益向上を図る。 

  

 



(9) 北いわての魅力ある食材を生かした食産業を盛んにします 

○ 北いわて食産業振興支援事業＜№33＞（3,898 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 食品加工業者の経営課題に応じた支援を行い、意欲ある経営者等の育成を行うととも

に、県北地域の優れた農林水産物を活用した商品の認知度向上や消費拡大を図るため、

首都圏におけるフェアの開催や、地域未来牽引企業と連携した地域食材のＰＲを行う。 

(10) アパレル産業など高い技術力を有するものづくり産業を盛んにします 

○ 北いわての伝統工芸品魅力発信事業＜№36＞（765 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 2019 年 11 月２日（土）～11 月５日（火）に開催される「第 36 回伝統的工芸品月間

国民会議全国大会」の機をとらえ、県北地域の伝統工芸産業振興を図るため、当地域の

ものづくりの現場を見学・体験してもらうイベントを開催する。 

(11) 隣接圏域等と連携した広域観光を進めます 

○ 北いわて国内誘客促進事業＜№38＞（1,314 千円・経営企画部）【継続】 

➢ 三陸鉄道やみちのく潮風トレイル、三陸ジオパーク等、当圏域の特色ある地域資源を

生かした観光メニューの充実や観光客受入態勢の整備を行い、誘客促進・交流人口の拡

大を図る。 

(12) 雇用環境の改善と若年者などの就業支援を進めます 

○ 北いわて人づくり・企業ネットワーク支援事業＜№40＞（426 千円・経営企画部）【新規】 

➢ 企業の人材確保、地元定着を図るとともに、“働くなら県北、育てるなら県北、暮ら

すなら県北”のふるさと振興や幸福度の向上を図るため、結婚支援から女性活躍、子育

て支援、働き方改革などライフステージに応じた支援を行う。 

(13) その他 

○ 久慈・二戸地域「古道と道路史跡とのふれあい」事業＜№43＞（315 千円・土木部）【継続】 

➢ 「道路ふれあい月間」の一環として、道路愛護及び環境保護の意識等の向上を図るた

め、久慈と二戸を結ぶ古道の散策、また、奥州街道及び鹿角街道における史跡等を見学

しながら保存活動について紹介し、道路を大切にする愛護への理解を深める。 

○ 農林水産業みんなで課題解決促進事業＜№44＞（1,330 千円・農政・林務・水産部）【継続】 

➢ 久慈地域の農林水産業をけん引する担い手と関係機関が連携し、新規就業者の確保・

育成など共通の課題解決等に向けた取組を行う。 

 

 

 

 

 

 

担当：経営企画部企画推進課 細越 健志 

電話：0194-53-4981  内線 315 



平成31年度地域経営推進費(県事業)概要

番
号

事業名 概要
推進費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

1
新たな地域の担い手
応援事業

　地域おこし協力隊等を含む新たな地域の担い手に対し、広域に
よる情報交換や交流の場を提供するとともに、当該担い手の活動
を推進し地域活性化を図る。

580
経営企画
部

全域 新規

2
「御所野遺跡」世界
遺産登録機運醸成イ
ベント開催事業

　「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録の機運醸成及
び対外的なＰＲの機会とするため、一戸町奥中山高原で、北海
道・北東北の縄文遺跡群世界遺産登録祈念イベントを開催する。

1,000
経営企画
部

二戸 新規

3
カシオペアまち・ひ
とづくり推進事業

　二戸地域の若者交流人口の増加やカーリング等の地域資源の活
性化を目的としたイベント等の開催を支援する。

3,181
経営企画
部

二戸 継続

4
北いわて・子ども文
化スポーツ体験プロ
ジェクト

　文化芸術及びスポーツへの理解・定着を図り、県北地域における将来
的な底上げにつなげるため、管内の児童生徒に、文化芸術及びスポーツ
に「触れる・経験する」機会を提供するイベント等を行う。

962
経営企画
部

全域 継続

5
2020東京オリパラ・
ホストタウン機運醸
成事業

　管内における「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技
大会」の機運の醸成と海外との交流人口の拡大を図るため、野田
村の台湾との円滑な交流に向けた取組を行うほか、動向を踏まえ
ながら管内の他の市町村のホストタウンの登録に向けた支援を行
う。

215
経営企画
部

全域 継続

6
八戸市との文化ス
ポーツ交流・連携推
進事業

　文化芸術及びスポーツの振興を図るため、八戸市の施設を活用
した管内の文化芸術の発信や、プロスポーツ同士の交流を行う。

609
経営企画
部

全域 新規

7

鉄道×芸術祭(広域
連携「文化芸術」・
「地域」の魅力発信
事業)

　鉄道（駅・駅舎）に、文化芸術等の地域資源を活かした「にぎ
わい」「交流」の創出（演出）を図り地域の交流機関としての可
能性を追求するほか、地域と鉄道（駅・駅舎）が共発展していく
環境について、大学生等の視点による調査研究や、地域との連携
により、その魅力を再発見・発信していく。

1,328
経営企画
部

全域 新規

保健
医療分野

8
県北妊産婦安心出産
支援事業

　人口減少が進む中、誰もが安心して出産できるよう、管内市町
村と連携して妊産婦の健診受診等に係る交通費を支援する。

929
保健福祉
環境部

全域 新規

介護
福祉分野

9
「障がい者の自立支
援」推進事業

　障がい者の社会参加や地域住民の障がい（者）理解及び支援の
充実を図るため、事業者等への講師派遣や作品展示を通じた障が
い者アートの推進を行うほか、保護者・支援者向けの研修会を開
催し、適切な対応や効果的な関わり方を学んでもらう。

418
保健福祉
環境部

久慈 継続

10
カシオペア連邦環境
を守る若手人材育成
事業

　若い世代（特にも親子）を対象として地域の環境保全活動に理
解と関心を深めてもらうことを目的としたイベントを開催するほ
か、県境不法投棄事案について出前授業を行い、住民や行政の取
組を大切な教訓として後世に伝えていく。

787
保健福祉
環境部

二戸 継続

11
人と動物が共生する
社会づくり推進事業

　久慈地域の動物愛護管理意識の高揚を図り、県が収容した動物
の殺処分頭数を減少させ、殺処分「ゼロ」の地域を目指すため、
講習会や管内市町村と連携した避難訓練等を開催する。

236
保健福祉
環境部

久慈 継続

12
持続可能な社会の創
り手育成事業

　圏域内の環境保全団体及び一般市民が一堂に会する機会を設
け、環境講演会を含む意見交換会を開催するほか、人材育成事業
として、教育現場への水生生物調査の普及活動や中高生向けの環
境業務セミナーを開催する。

306
保健福祉
環境部

全域 新規

13
北いわて「まるっ
と！さいえね」推進
事業

　県北広域振興局をはじめ、関係市町村や再生可能エネルギー関
連企業、有識者等を構成員とした検討会を立ち上げ、再生可能エ
ネルギーに関する勉強会や現地視察を行うほか、翌年度の事業計
画等の検討を行う。

751
経営企画
部

全域 新規

豊富な再生可能エネル
ギー資源を生かした循環
型の地域づくりに取り組
みます

いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

多様な交流・連携により
地域コミュニティを活性
化します

文化芸術・スポーツの持
つ力を地域活性化へとつ
なげていきます

地域における
医療体制を整
え、心身の健
康づくりと地
域で支え合う
福祉の環境を
つくります

環境を守り育てる人材を
育成し、多様な主体との
協働を進めながら、良好
な自然環境を守ります

1



番
号

事業名 概要
推進費
(千円)

担当部
室

対象
地域

新規
・
継続

いわて県民計画
アクションプラン
［県北広域振興圏］

14
カイゼン導入農業経
営力向上支援事業

　農業生産法人や今後法人化を目指す認定農業者等を対象に、ト
ヨタ自動車株式会社が開発した農業IT管理システムや、同社職員
のサポートによる現場改善活動の導入による経営効率化モデルを
構築し地域への波及を図る。

609 農政部 二戸 継続

15
二戸畜産産地づくり
実践事業

　産地の活力を上げ、地域全体での畜産経営の所得向上につなげ
るため、担い手の技術力の向上を目的とした研修会を開催する。

555 農政部 二戸 新規

16
雑穀機械化体系導入
実証事業

　現状の人力作業主体の雑穀生産を機械化体系主体に切り替える
ことをねらいに、播種から収穫までの一貫した機械化体系の導入
モデルを確立し、検討会等を通じた機械化体系の有効性周知と導
入誘導による産地全体への波及を図る。

851 農政部 二戸 継続

17
地域で育てる農業担
い手支援事業

　次代を担う多様な経営体の育成・定着を図るため、Ｕ・Iターン
希望者等を対象とした就農相談会やシニア層等をターゲットに担
い手育成の取組を進めるなど、担い手確保に向けた支援を行う。

835 農政部 全域 継続

18
県北６次産業化課題
解決応援事業

　産直施設の販売額向上を目指すため、運営改善の課題解決に向
けた支援を行うとともに、イベント等で今後増加する県北地域へ
の来客を対象に魅力ある産直の情報発信を行うほか、６次産業化
を目指す生産者の支援を行う。

1,515 農政部 全域 継続

19
園芸労働力確保支援
対策事業

　農福連携の取組を発展させ、久慈地域での労働力確保の１方策
としての定着を図るため、ほうれんそう以外の品目の事例収集
や、農家に周知するための研修会の開催やパンフレット等の作
成、マッチング体制の構築を行う。

565 農政部 久慈 継続

20
寒じめほうれんそう
需要・生産拡大事業

　寒じめほうれんそうの生産拡大を図るため、県内での消費拡大
の動きを加速させるとともに、単収向上につながる新たな生産技
術の実証試験を行う。

319 農政部 久慈 継続

21 短角牛販路拡大事業
　競合する輸入牛肉と差別化をして、需要拡大・所得向上・畜産
振興を図るため、生産者の取組等の短角牛に係るストーリーを発
信する。

486 農政部 久慈 新規

22
久慈地方山ぶどう販
売ステップアップ事
業

　大手量販店等と連携して高単価で取引可能な業者へのＰＲ及び
販路開拓を図る。

492 農政部 久慈 継続

23
きらり輝く“むらの
お宝”産地化大作戦

　地域の特色ある農畜産物のブランド化による農業所得の向上を
図るため、実需側と生産者側との交流会を開催するほか、生産実
証等の取組に対しての支援を行う。

433 農政部 久慈 新規

24
浄法寺漆資源維持造
成対策事業

　漆資源の維持・確保や安定供給体制の構築を図るため、漆苗木
生産技術や育林技術の普及啓発等の取組を行う。
　また、二戸管内の小学生の体験学習用漆器の製作、及びイベン
トや飲食店等への漆器貸出を通して浄法寺漆のＰＲを行う。

899 林務部 二戸 新規

25
「林業・木材産業」
新規就農者確保支援
事業

　久慈地方「木の仕事」協議会が、林業・木材産業に対する理解
の促進と就業意欲の向上を図るため、高校生等を対象に実施する
高性能林業機械などの操作体験を中心とした講座を支援する。

194 林務部 久慈 新規

26
久慈地方原木乾しい
たけ振興総合対策事
業

　原木乾しいたけ生産者の収益向上のため、台湾で開催される岩
手県物産展へ参加するほか、安定的な生産・出荷体制の確保に向
け、原木の資源量調査や効率的な出荷方法等の検討を行う。

488 林務部 久慈 新規

27
北いわて木炭販路拡
大促進事業

　木炭産業の振興に向け、北いわて木炭産業振興協議会の販路拡
大に向けた取組を支援するほか、木炭生産の効率化を図るため、
工程改善や作業負担の軽減に向けた調査を行う。

407 林務部 久慈 新規

北いわての農畜産物のブ
ランドを確立し、多様な
スタイルでいきいきと暮
らせる農村をつくります

地域材や特用林産物の生
産体制の強化と需要拡大
に取り組みます

2
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28
久慈地域水産物戦略
的販売事業

　水産物の認知度向上や漁業者及び加工事業者等の収益向上を図
るため、久慈地域「海の幸」ＰＲ協議会と連携し、顧客のニーズ
に合わせた商品の選定やＰＲなど戦略的な活動を展開する。

866 水産部 久慈 新規

29 明日の浜人応援事業
　地域内の担い手候補（一般人、高校生）を対象に漁業体験を行
い、地域内の漁業就業のきっかけ作りを行う。

185 水産部 久慈 継続

30
餌料対策連携構築事
業

　海藻養殖が盛んな野田村及び普代村の漁協が、アワビ・ウニの
餌料海藻を養殖生産し、洋野町管内の漁協へ供給する地域連携体
制を構築する。

434 水産部 久慈 新規

31
漁港泊地高度利用事
業

　漁港泊地の多目的利用を促進するため、泊地を活用した増殖蓄
養技術を開発し、漁業者の収益向上を図る。

1,131 水産部 久慈 新規

32
さけ種苗生産人材育
成事業

　秋サケ資源の早期回復を目指し、管内ふ化場担当者の技術向上
とふ化場間の連携強化のための研修会を開催する。

156 水産部 久慈 継続

33
北いわて食産業振興
支援事業

　食品加工業者の経営課題に応じた支援を行い、意欲ある経営者
等の育成を行うとともに、県北地域の優れた農林水産物を活用し
た商品の認知度向上や消費拡大を図るため、首都圏におけるフェ
アの開催や、地域未来牽引企業と連携した地域食材のＰＲを行
う。

3,898
経営企画
部

全域 新規

34
北いわてものづくり
産業人材育成・連携
促進事業

　企業の競争力向上、研究機関等との連携による技術革新を担う
ものづくり産業人材の育成に向け、業務効率改善や産学官連携を
促進する改善塾の取組等を支援するほか、人材確保に向けて工業
高校と連携した企業紹介を行う。

1,270
経営企画
部

全域 継続

35
北いわてアパレル産
業支援事業

　基幹産業の一つであるアパレル産業の取引拡大や人材育成、認
知度向上を図るため、商談会等の実施に向けた支援や地元高校生
等からのファッションデザイン等の募集を行う。

1,184
経営企画
部

全域 継続

36
北いわての伝統工芸
品魅力発信事業

　2019年11月２日（土）～11月５日（火）に開催される「第36回
伝統的工芸品月間国民会議全国大会」の機をとらえ、県北地域の
伝統工芸産業振興を図るため、当地域のものづくりの現場を見
学・体験してもらうイベントを開催する。

765
経営企画
部

全域 新規

37
カシオペア地域資源
活用推進事業

　御所野遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産
推薦候補の決定等を契機として、二戸地域の知名度向上や多くの
誘客が見込まれる中、二戸地域の特徴的な歴史・自然等の地域資
源や観光情報を、ガイドブックやマンガ、各種イベントを通して
地域内外に積極的に情報発信していく。

1,370
経営企画
部

二戸 継続

38
北いわて国内誘客促
進事業

　三陸鉄道やみちのく潮風トレイル、三陸ジオパーク等、当圏域
の特色ある地域資源を生かした観光メニューの充実や観光客受入
態勢の整備を行い、誘客促進・交流人口の拡大を図る。

1,314
経営企画
部

全域 継続

39
北いわて海外誘客促
進事業

　久慈地域へのインバウンドの誘客拡大を図るため、影響力の強
いインフルエンサーを招請し、現地における情報発信を強化す
る。

1,171
経営企画
部

全域 継続

40
北いわて人づくり・
企業ネットワーク支
援事業

　企業の人材確保、地元定着を図るとともに、“働くなら県北、
育てるなら県北、暮らすなら県北”のふるさと振興や幸福度の向
上を図るため、結婚支援から女性活躍、子育て支援、働き方改革
などライフステージに応じた支援を行う。

426
経営企画
部

全域 新規

41
北いわて「つなが
り」創造プロジェク
ト

　県北圏域の振興施策や東日本大震災津波からの復興状況等につ
いて、県北圏域の住民に発信する。

3,710
経営企画
部

全域 継続

42
北いわての魅力ぐ
るっと発信事業

　三陸防災復興プロジェクト2019やラグビーワールドカップ2019
釜石開催に併せて、食を通じた三陸の魅力や資源を発信するイベ
ント「三陸ぐるっと食堂」等を沿岸広域振興局等と連携して開催
する。

1,883
経営企画
部

全域 新規

43
久慈・二戸地域「古
道と道路史跡とのふ
れあい」事業

　「道路ふれあい月間」の一環として、道路愛護及び環境保護の
意識等の向上を図るため、久慈と二戸を結ぶ古道の散策、また、
奥州街道及び鹿角街道における史跡等を見学しながら保存活動に
ついて紹介し、道路を大切にする愛護への理解を深める。

315 土木部 全域 継続

44
農林水産業みんなで
課題解決促進事業

　久慈地域の農林水産業をけん引する担い手と関係機関が連携
し、新規就業者の確保・育成など共通の課題解決等に向けた取組
を行う。

1,330
農政部
林務部
水産部

久慈 継続

44事業 41,358合　計

その他

担い手の確保・育成と漁
業生産量の回復・向上を
進めます

北いわての魅力ある食材
を生かした食産業を盛ん
にします

アパレル産業など高い技
術力を有するものづくり
産業を盛んにします

隣接圏域等と連携した広
域観光を進めます

雇用環境の改善と若年者
などの就業支援を進めま
す

3



報道機関懇談会資料（2019/4/4） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
平成 31 年度こいのぼり掲揚式の開催について 

（保健福祉環境部）  

厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを

目的に、毎年、５月５日からの１週間を「児童福祉週間」として、児童福祉の理念の普及及

び啓発を図っているところです。 

その一環として、久慈地域においても、次のとおり市内保育園児による「こいのぼり掲揚

式」を実施しますので、お知らせします。 

 

１ 日  時  平成31年４月26日（金） 10時00分から10時30分まで 

２ 場  所  久慈地区合同庁舎 駐車場 

       ※雨天の場合は、久慈地区合同庁舎１階県民ホール内にて実施します。 

３ 参加児童  久慈保育園 園児30名程度 

４ 次  第  (1) 開会 

        (2) 県北広域振興局長のあいさつ 

           (3) 園児への兜配布 

              (4) 園児によるこいのぼり掲揚 

  (5) 園児によるお歌又はお遊戯の披露 

  (6) 閉会 

５ こいのぼり掲揚期間 

  児童福祉週間が終了する５月11日まで 

 （児童福祉週間：2019年５月５日（日）～11日（土）） 

 

（平成 30年度:こいのぼり掲揚式の様子） 

  

 

 

 

 

 

担当：保健福祉環境部福祉課 下川 知佳 

電話：0194-53-4982  内線 212 



報道機関懇談会資料（2019/4/4） 県北広域振興局 

懇談項目３ 
 平成31年久慈地区山火事防止自動車パレードの実施について 

                           （林務部） 

 山火事の発生危険期を迎え、地域住民に対し防火意識の啓発を図るため、消防団及び林業

関係団体等による山火事防止自動車パレードを実施します。 

 

１ 日 時 

 平成31年４月９日（火） 9：00～9：15 出 発 式 

 9：20～    パレード開始 

２ 場 所 

 出発式：アンバーホール駐車場（久慈市川崎町17‐1） 

  ※ 式後、５コースに分かれパレードを実施 

３ 主催等 

 主催：久慈地方林業振興協議会（会長：久慈市長） 

  共催：県北広域振興局 

４ 内 容 

(1) パレードコース（５コース） 

 第１班 久慈市大川目町・山形町方面 

 第２班 洋野町種市方面 

 第３班 久慈市宇部町・山根町方面 

 第４班 野田村・普代村方面 

 第５班 久慈市侍浜町・夏井町・洋野町大野方面 

(2) 参加団体 17団体（予定） 

 久慈広域連合消防本部、各市町村消防団、 

 三陸北部森林管理署久慈支署、各市町村、 

 久慈地方森林組合、野田村森林組合、 

 久慈地区国有林材生産協同組合、九戸木材協同組合、 

 岩手県森林整備協同組合、岩手県木炭協会、県北広域振興局林務部 

   （昨年の実施状況 参加車両25台、人数43名） 

 

 【参 考】 

 ◆ 岩 手 県 山火 事 防止運 動 月 間 平成31年３月１日から平成31年５月31日まで 

 ◆ 平成31年山火事防止運動統一標語 「忘れない 豊かな森と 火の怖さ」 

 ◆ 久慈地区の小・中学生を対象として実施した「第35回久慈地区山火事予防ポスター 

  コンクール」の入賞作品を５月31日まで合同庁舎1階県民ホールに展示しています。 

 

 

 

 

 

担当：林務部 林業振興課長 佐々木 康彦 

電話：0194-53-4984 内線 226 



報道機関懇談会資料（2019/4/4） 県北広域振興局 

懇談項目４ 
「委託加工を活用した商品開発の手引き」の作成について 

（農政部・久慈農業改良普及センター）  

久慈地域の６次産業化を目指す農林漁業者の取組を推進するため、手引となる「委

託加工を活用した商品開発の手引き」を作成しましたので、お知らせします。 

  

 

１ 主な内容 

・ 商品コンセプトの整理手順 

 ・ 加工事業者との打ち合わせ内容 

 ・ 試作品の製造・改良に向けた確認ポイント 

 ・ デザイン開発・価格設定の流れ 

 

 

２ 主な配布先 

(1)  久慈地域の各市町村、ＪＡ 

(2) 久慈地域管内の産直施設（12 施設） 

 

 

３ 相談窓口 

  県北広域振興局農政部 

及び久慈農業改良普及センター 

 

 

４ その他 

・ このマニュアルは、県北広域振興局地域経営推進費を活用しています。 

・ 県北広域振興局では平成 30 年６月に「北いわて６次産業化ガイドブック」を

作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：農政部農政調整課 佐藤、柴田 

電話：0194-53-4983  内線 219 



平成31年4月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

6 土 白樺樹液採取体験会 10：00～ 久慈市 ※要問合せ 久慈市産業建設課 72-2111

7 日 山根六郷くるま市 10:00～14:00 久慈市 桂の水車広場 久慈市観光交流課 52-2123

8 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

陸中ホルスタインブラック＆ホワイトショウ 9：30～ 洋野町
大野地区共同利用模範牧場
特設会場

JA新いわて久慈営農経済センター 52-1548

14 日
【定例】べっぴん屋台（第１以外の日曜日）
※要問合せ

11：00～ 久慈市 新山根温泉べっぴんの湯 新山根温泉べっぴんの湯 57-2222

18 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

道の駅くじやませ土風館11周年感謝祭 10：00～ 久慈市 やませ土風館 久慈市商工市街地振興課 52-1525

朗読劇「ひのきとひなげし」他 14：00～ 久慈市 久慈市立図書館 久慈市立図書館 53-4605

第44回平庭高原の夕べ 18：30～ 久慈市 平庭山荘 平庭山荘 72-2700

いつくし広場噴水の運転開始とお披露目
式

11：00～ 久慈市 いつくし広場 ○ 久慈市商工市街地振興課 52-1525

鵜鳥神楽定期公演 11：00～ 洋野町 国民宿舎くろさき荘 国民宿舎くろさき荘 35-2611

23 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

27 土 久慈春まつり（～28日） ※要問合せ 久慈市 市内 久慈市観光交流課 52-2123

【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

【定例】べっぴん屋台（第１以外の日曜日）
※要問合せ

11：00～ 久慈市 新山根温泉べっぴんの湯 新山根温泉べっぴんの湯 57-2222

第839回　NHK交響楽団メンバーとなかま
たちによる至高のハーモニー～室内楽名
曲コンサート～

14：00～ 洋野町 洋野町民文化会館 洋野町民文化会館 65-5411

平成31年5月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3
金
祝
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

4 土 客船「にっぽん丸」市民見学会 10：30～ 久慈市 久慈港諏訪下ふ頭 企業立地港湾課 52-2369

5 日 水車まつり 10:00～14:00 久慈市 桂の水車広場 久慈市観光交流課 52-2123

8 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

12 日
【定例】べっぴん屋台（第１以外の日曜日）
※要問合せ

11：00～ 久慈市 新山根温泉べっぴんの湯 新山根温泉べっぴんの湯 57-2222

13 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

8：00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

13 土

20 土

28 日

日21



NHK 交響楽団メンバーとなかまたちによる

至高のハーモニー
～室内楽名曲コンサート～

平成31年4月28日㈰開演 午後2時
開場 午後1時30分

洋野町民文化会館　　　大ホールセシリア
ホ ー ル

チェロ独奏
チャイコフスキー：メロディ Op.42-3
ポルディーニ：踊る人形
サン＝サーンス：組曲《動物の謝肉祭》より “ 白鳥 ” 

ヴィオラとコントラバスの二重奏
ディッタースドルフ：ヴィオラとコントラバスの
ための二重奏曲より 第 1 楽章
グリエール：ヴィオラとコントラバスのための
組曲より “ 子守歌 ”

ヴァイオリン独奏
ドヴォルザーク：ユモレスク
デ・ファリャ（クライスラー編曲）：スペイン
舞曲 第 1 番～歌劇《はかなき人生》より
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン

ピアノ五重奏
シューベルト：ピアノ五重奏曲 イ長調 「ます」 
Op.114,D.667
第 1 楽章　アレグロ・ヴィヴァーチェ
第 2 楽章　アンダンテ
第 3 楽章　スケルツォ（プレスト）
第 4 楽章　アンダンティーノ
　　　　　（テーマ コン ヴァリアツィオーニ）
第 5 楽章　フィナーレ（アレグロ・ジュスト）
※プログラムは変更になる場合がございます。
あらかじめご了承ください。

Program【プログラム】

【主催】洋野町、洋野町教育委員会、岩手県、（公財）三井住友海上文化財団　　【主管】洋野町民文化会館振興協議会
【問い合わせ先】洋野町民文化会館　岩手県九戸郡洋野町種市24-124-3　☎0194-65-5411（水曜日と祝日の翌平日は休館日）

※本コンサートは、（公財）三井住友海上文化財団の助成により低料金に設定しています。
※未就学児の入場はご遠慮ください。　※前売券が完売の場合、当日券の販売はありません。

【チケット発売日時】
2019年3月1日㈮　午前9時～（ラピアは午前10時から）

【チケット販売所】
洋野町／洋野町民文化会館、洋野町教育委員会大野事務所
久慈市／久慈市文化会館（アンバーホール）　　八戸市／ラピア

佐 川 裕 昭
（コントラバス）

木 越  洋
（チェロ）

川 﨑 和 憲
（ヴィオラ）

山 口 裕 之
（ヴァイオリン）

広 海 滋 子
（ピアノ）

【入場料】　前売500円（当日700円）全席指定

洋野町での「平成」最後のクラシックコンサート



出演者プロフィール

ヴァイオリン　山口 裕之　やまぐち ひろゆき

鷲見三郎氏に師事。桐朋学園大学卒業後、東京フィルハーモニー交響楽団
のコンサートマスターに就任。75 年第 44 回毎日音楽コンクールヴァイオ
リン部門第 2位。77 年民音コンクール室内楽部門第 2位（1位なし）。79
年 NHK 交響楽団に入団。84 年同団のコンサートマスターに就任。2013 年
11 月に退団し、現在、東京音楽大学教授。

ヴィオラ　川﨑 和憲　かわさき かずのり

井上武雄、浅妻文樹、ステファノ・パッサージョの各氏に師事。77 年民音
コンクール室内楽部門第 2位（1位なし）。東京藝術大学大学院修了後、ベ
ルリン音楽大学に留学。東京フィルハーモニー交響楽団副首席奏者を経て
NHK 交響楽団に入団。84 年同団のヴィオラ首席奏者に就任。2005 年に退
団し、現在、東京藝術大学音楽学部教授。

チェロ　木越　洋　きごし よう

75年日本音楽コンクール第2位。77年桐朋学園大学ディプロマコース修了。
同年新日本フィルハーモニー交響楽団に首席奏者として入団。77 年から 2
年間、文化庁海外派遣研修員としてミュンヘンに留学。81 年 NHK 交響楽
団に入団。2013 年 6 月まで同団のチェロ首席奏者を務めた。現在、洗足学
園音楽大学客員教授。

コントラバス　佐川 裕昭　さがわ ひろあき

東京藝術大学卒業後、82 年第１回リサイタルをこまばエミナースで開催。
83 年 NHK 交響楽団に入団。89 年同団海外派遣により L. シュトライヒャー
氏に師事。帰国後はソロ、室内楽でも活躍している。コントラバスの魅力
をじっくり味わうことができる期待の演奏家である。NHK交響楽団団員。

ピアノ　広海 滋子　ひろうみ しげこ

桐朋女子高等学校音楽科を経て 80 年、桐朋学園大学音楽学部演奏学科卒業。
桐朋学園大学嘱託演奏員、洗足学園大学非常勤講師を務める。94年ジュネー
ブ国際コンクール公式伴奏者（指揮部門）。2002 年より N響首席ホルン奏
者の松崎裕氏と 4枚の CDアルバムにて共演。霧島国際音楽祭アシスタン
トピアニスト。相馬勢子、江戸弘子、田中希代子、山田富士子の各氏に師事。

© 竹原  伸治

© 武藤  章

© 武藤  章


